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※休診日は日曜・祭日・年末年始

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 財津祐典 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来

松村所長

注①
予約外来

松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来

松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

青山麻織
（糖尿病・
予約制）

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

外来休診

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

訪問診療

鎌田

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島

四
丁

目
公

園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

気
温
や
湿
度
が
低
く
な
る
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
同
様
の
気
象
条
件

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
活
動

が
活
発
化
し
や
す
く
な
る
た
め
、

今
年
の
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
リ
ス
ク
や
重
症
化
リ
ス
ク
も
高

ま
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
感
染
症
が
重
症
化
し
や
す
い

65歳
以
上
の
高
齢
の
方
は
早
め
の

対
策
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
今
年
に
限
り

65歳

以
上
の
方
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
が
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

同
時
流
行
に
備
え
る
に
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
だ
け
で
は

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
防

止
の
３
つ
の
基
本
で
あ
る
「
身
体

的
距
離
の
確
保
」
「
マ
ス
ク
着

用
」
「
手
洗
い
」
を
欠
か
さ
ず
、

両
方
の
感
染
症
の
予
防
に
つ
な
が

る
新
し
い
生
活
様
式
の
徹
底
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
予

防
接

種
に

つ
い
て

◎
葛

西
み

な
み

診
療

所
で
は
、

66月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

（
定
期
的
に
受
診
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
予
約
不
要
で
す
）

年
末
年
始
の
外
出
機
会
が
増
え

る
こ
ろ
に
備
え
て
、

66月
中
に
予

防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

◎
一

之
江

内
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

は
、

66月
初
旬
時
点
で
は
、
予
約

な
し
で
接
種
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
降
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
次
第
で
す
。
か
か
り
つ
け

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
主
治
医

に
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
新

小
岩

診
療

所
で
は
、

60月

末
現
在
、
発
注
し
た
分
の
ワ
ク
チ

ン
が
終
了
し
ま
し
た
。
追
加
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
直
接

診
療
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
在
庫
が
あ
れ
ば
日
中
の
診

療
時
間
内
で
し
た
ら
予
約
な
し
で

接
種
で
き
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ

ナ
疑

い
の

発
熱

患
者

受
け

入
れ
に

つ
い

て

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

症
状
で
の
見
分
け
は
難
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
三
か
所
の
診
療
所

と
も
次
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
お

り
ま
す
。

①
受
診
前
に
必
ず
電
話
を
し
て
く

だ
さ
い
。

②
受
診
時
間
を
指
定
し
ま
す
。

③
診
察
の
上
、
必
要
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
、
連
携
医
療
機
関
か
医

師
会
の
検
査
セ
ン
タ
ー
へ
の
紹
介

と
な
り
ま
す
。

ま
ず

、
か

か
り

つ
け

医
に

電
話

を

コ
ロ

ナ
と

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ

同
時

流
行

に
備

え
て新長島川親水公園（清新町）(江戸川区のHPより）

葛西沖長島川を整備したもので、今年４月に完成しまし

た。「親水四季の道」から、水の流れを引き込んでおり、

自然の川の流れを楽しめます
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〝
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実

を
求
め
、
い
の
ち
ま
も
る
総
行

動
〟
が
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

開
か
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
今
年
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
集
会
参
加

と
な
り
、
江
戸
川
健
康
友
の
会

も
か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル

４
階
の
友
の
会
事
務
所
に
集
ま

り
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
動
画
配
信

の
視
聴
と
な
り
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
森
田
し

の
ぶ
実
行
委
員
長
は
菅
政
権
は

「
自
助
、
共
助
、
公
助
」
の
自
助

を
強
調
し
、
医
療
費
削
減
、
患

者
負
担
を
増
大
、
弱
者
に
負
担

を
強
い
る
安
倍
政
権
以
上
の
強

権
政
治
だ
と
指
摘
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
で
社
会

の
脆
弱
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
防
衛
費
の

予
算
は
５
・
５
兆
円
に
膨
ら
ん

だ
。
い
ま
こ
そ
い
の
ち
と
人
権

を
守
る
た
め
、
社
会
保
障
、
医

療
・
介
護
現
場
の
人
員
増
、
地

域
の
医
療
を
ま
も
れ
と
声
を
あ

げ
、
政
策
の
転
換
を
せ
ま
り
ま

し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

文
化
企
画
は
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
の
コ
ン
ト
。
菅
首
相

と
安
倍
元
首
相
に
扮
し
た
風
刺

の
効
い
た
コ
ン
ト
に
は
友
の
会

事
務
所
に
集
ま
っ
た
参
加
者
か

ら
も
マ
ス
ク
越
し
の
笑
い
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党

の
国
会
議
員
あ
い
さ
つ
の
後
、

リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
各
団
体
が
ビ
デ

オ
録
画
で
参
加
。
自
治
体
病
院

や
東
京
医
労
連
の
ビ
デ
オ
で
は

コ
ロ
ナ
対
応
時
、
資
材
の
不
足

や
マ
ス
ク
は
週
１
枚
、
防
護
服

も
な
く
雨
合
羽
を
使
用
し
た
、

身
体
的
、
心
理
的
な
負
担
が
大

き
か
っ
た
な
ど
の
発
言
。
安
心

し
て
働
け
る
人
員
増
と
待
遇
改

善
を
求
め
る
切
実
な
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。

友
の
会
事
務
所
で
も
参
加
し

た
６
人
が
拍
手
を
し
な
が
ら
熱

心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
全
国

で
５
０
０
ヶ
所
以
上
で
視
聴
さ

れ
ま
し
た
。

（
森
岡
）

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

賢い消費者に

「免疫力」という言葉は科学ではなく、マーケ

ティング用語です。病原体感染に対して体を守

る免疫は複雑なシステムで、一部の免疫細胞の

活性化や抗体量の増加を測ることで単純に防御

能力を評価することはできません。新型コロナ

で問題となっているサイトカインストーム（免

疫暴走）のように、免疫システムが暴走して自

分の身体を傷つけることもあります。「免疫力」

をうたう説明は販売目的で作られることが多

く、話半分に聞きましょう。

ヨーグルトなどの食品であれば腸内環境を整

えますし、積極的に食べても問題はないと思い

ます。しかし、特定食品を偏って食べることは

栄養バランスを壊し

ます。

さらに、余分に摂

取することで危険な

ものもあります。ビ

タミン Dは体内に蓄

積され、過剰にとり

続けると血管壁や腎臓、心

筋などの筋肉組織にカルシ

ウムが沈着し、動脈硬化・

腎障害など重大な疾病を招

く恐れがあります。

販売会社がお金を出して調べた研究があふ

れ、メディアは３大スポンサー（食品、情報・

通信、化粧品・トイレタリー）の雄である食品

業界に遠慮した報道が続く中、国立健康・栄養

研究所などからの中立情報を活用し、賢い消費

者になりたいものです。

「いつでも元気」誌より転載

編
集

後
記

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
エ
ー
ル
」

も
大
詰
め
。
戦
時
中
戦
争
鼓
舞
の
絵
画

や
音
楽
に
従
事
し
、
戦
後
そ
の
こ
と
に

苦
悩
す
る
主
人
公
な
ど
が
描
か
れ
て
い

る
。
改
め
て
、
長
崎
で
被
爆
し
た
長
崎

大
学
医
療
隊
長
の
永
井
隆
の
「
長
崎
の

鐘
」
を
読
み
返
し
て
み
る
▼
そ
ん
な
お

り
、

〝
核
兵
器
禁
止
条
約
１
月
発
効

〟

の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
第

一
条
で
、
核
兵
器
の
開
発
・
実
験
・
生

産
・
・
な
ど
の
禁
止
。
長
年
に
わ
た
っ

て
被
爆
者
団
体
な
ど
が
取
り
組
ん
で
来

た
運
動
が
、
世
界
の
世
論
を
動
か
し
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
▼
『
唯
一
の
被
爆

国
』
と
言
い
な
が
ら
、
核
の
傘
に
し
が

み
つ
く
日
本
政
府
が
世
界
中
か
ら
笑
い

も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
批
准
を
求

め
る
署
名
も
開
始
さ
れ
る
▼
コ
ロ
ナ

禍
。
久
し
ぶ
り
に
大
き
な
花
屋
さ
ん

へ
。
冬
の
定
番
の
ビ
オ
ラ
、
ポ
イ
ン
セ

チ
ア
、
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
色
と
り
ど
り

の
花
。
色
合
い
も
形
も
び
っ
く
り
す
る

よ
う
な
新
種
が
あ
り
癒
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
球
根
を
植
え
、
来
年
春
の
開
花
も

待
つ
。

（
伊
藤
）

役立つ健康メモ 81 薬の話№50

感染予防をうたう健康食品

(前号の続き）

医
療

社
会

保
障

を
立

て
直

し

い
の

ち
を

ま
も

ろ
う

10・
11総

行
動

オ
ン
ラ
イ
ン

参
加

10月 24日、江戸川社会保障推進協議会主催のくら

しなんでも無料相談会がタワーホール船堀会議室で

行なわれました。入口での検温とアルコール消毒を

準備し感染症対策をして開催されました。

新型コロナウィルスの感染者がいまだ多く、外出

を控えている中でしたが、当日は晴れて暖かい陽気

に恵まれ、新聞折込みや駅前で配ったチラシを見て 2

2人のかたが相談に来ました。相談内容は法律相談が

5件、労働相談が４件、区議会議員への相談が３件で

した。今回は 60代後半から 70代、80代の方の相談

が多かったです。遺言や相続、法定後見人制度につ

いて、また在職老齢年金や未支給年金の相談、高齢

のため融資が受けられない、住宅のリフォームなど

様々な相談がありました。想定していたコロナ禍よ

る直接的な影響などの相談は少なかったようです。

江戸川健康友の会は例年通り船堀駅でハンドマイ

ク宣伝と「何でも相談会」の案内ビラを配りました。

ビラを見てすぐ会場に行った方から「相談できてよ

かった、ありがとう」と挨拶があり、長時間の宣伝

の疲れも癒され相談会の大切さを感じました。（猪瀬）

友の会事務所前で要求のプラカードを掲げて

年
金
者
組
合
の
方
と
い
っ
し
ょ

に
、

船
堀

駅
頭

で
宣

伝
す

る

友
の
会
々
員

なんでも相談会
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

上
棟
の
槌
音
高
し
花
茗
荷

枝
折
り
戸
の
ぱ
た
り
ぱ
た
り
や
稲
光

祭
人
踏
む
や
濁
れ
る
水
た
ま
り

日
向
水
よ
り
引
上
げ
ら
れ
し
り
石
か
な

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

鰻
よ
り
秋
刀
魚
高
値
な
秋
に
な
り

秋
雨
に
泣
い
て
い
る
よ
な
彼
岸
花

固
い
わ
よ
嫁
の
一
言
心
ほ
っ
こ
り

▼
川

柳
江
戸
川

小
林

功

核
禁
止
に
な
ぜ
喜
べ
ぬ
被
爆
国

検
温
は
お
で
こ
に
ピ
ス
ト
ル
腰
が
引
け

り
ん
ご
狩
り
旅
行
の
前
に
歯
の
治
療

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

８
０
２
０
運

動
の
表

彰
制

度

南
葛
西

黒
木
武
義

私
は
も
う
す
ぐ

80歳
に
な
り
ま

す
。
近
ご
ろ
冷
た
い
も
の
を
食
べ
た

り
飲
ん
だ
り
す
る
と
、
歯
が
沁
み
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
久
し
ぶ
り
に

か
か
り
つ
け
の
歯
医
者
に
行
き
ま
し

た
。翌
週
も
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
行

く
と
｢
今
日
は
無
料
の
江
戸
川
歯
つ
ら

つ
チ
ェ
ッ
ク
で
す
｣
と
の
こ
と
。
担
当

の
衛
生
士
さ
ん
、
「
何
本
あ
る
か
な

あ
、
数
え
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
言
い

「

23本
も
あ
る
ね
。

〝
８
０
２
０

〟
に

推
薦
し
て
あ
げ
よ
う
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

詳
し
く
聞
く
と
、
江
戸
川
区
歯
科

医
師
会
が
毎
年
４
月
～

10月
の
間
、

地
域
の
歯
医
者
か
ら
の
推
薦
を
受
け

て
、

80歳
以
上
で

20本
以
上
の
方
を

集
め
て
、
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
で
表

彰
す
る
制
度
と
の
こ
と
。
今
年
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
中
止
さ
れ
る

そ
う
で
す
。

〝
８
０
２
０
運
動

〟
に
つ
い
て

は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
と
思
い
ま
す

が
、
１
９
８
９
年
か
ら
厚
生
省
（
当

時
）
と
日
本
歯
科
医
師
会
が
推
進
し

て
い
る
も
の
で
、

20本
以
上
の
歯
が

あ
れ
ば
、
食
生
活
に
ほ
ぼ
満
足
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
「
生
涯
、
自
分
の

歯
で
食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
え
る
よ

う
に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
、
こ
の

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
に
歯
科
疾
患
実
態
調

査
が
実
施
さ
れ
、
翌
年
の
発
表
で
、

〝
８
０
２
０
達
成
者
率

〟
（
自
分
の

歯
を
保
有
す
る
者
の
割
合
）
が
、
前

回
の

40・
２
％
か
ら

51・
２
％
に
増

加
。
｢
健
康
日
本

21｣
で
は
、
２
０
２

４
年
ま
で
に

50％
に
す
る
と
い
う
目

標
が
達
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。８
０
２
０
が
達
成
で
き
て
い
な
い

方
で
も
、
き
ち
ん
と
噛
む
こ
と
が
で

き
る
入
れ
歯
な
ど
で
口
の
中
を
良
好

に
保
つ
こ
と
で
、

20本
あ
る
の
と
同

程
度
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
よ
く
噛
む
こ
と
で
脳
が
活
性

化
さ
れ
、
認
知
症
が
軽
減
さ
れ
る
と

い
う
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
続

け
る
た
め
の
元
気
な
歯
は
、
日
々
の

手
入
れ
か
ら
で
す
ね
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

コ
ロ
ナ
禍
に
運
動
不
足
と
呼
ぶ
声
五
体
投
地
す
畳
の
う
へ
に

書
道
全
集
四
冊
づ
つ
を
束
ね
ゆ
く
ペ
ー
パ
ー
回
収
資
源
の
朝
に

耳
鳴
り
を
大
地
の
音
と
聞
く
と
き
に
老
い
し
耳
こ
そ
た
だ
い
と
し
け
れ

父
母
の
知
ら
ぬ
わ
が
代
を
過
ご
し
ゐ
る
曾
孫
を
抱
く
わ
れ
の
こ
の
ご
ろ

ち
ち

は
は

エッセイ

自
動
車
の
排
ガ
ス
に
よ
る
大

気
汚
染
が
原
因
で
ぜ
ん
息
を
発

症
し
た
と
し
て
、
患
者
が
国
や

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
全
国
一
律

の
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
を

求
め
て
い
ま
す
。

高
度
経
済
成
長
期
に
日
本
各

地
で
頻
出
し
た
大
気
汚
染
は
、

対
策
強
化
に
よ
り
、
一
定
の
改

善
は
す
す
ん
で
い
ま
す
が
、
今

な
お
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
に

苦
し
ん
で
い
る
患
者
が
多
く
い

ま
す
。

医
療

費
が

家
計

を
圧
迫

練
馬
区
に
住
む
進
藤
光
子
さ

ん
（

76歳
）
は
、
３

年
前
か
ら
気
管
支
ぜ

ん
息
を
患
い
、
駅
の

階
段
を
上
り
き
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
約

30年

前
か
ら
暮
ら
す
自
宅

は
、
車
の
交
通
量
が

多
い
二
つ
の
都
道
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
大

気
汚
染
以
外
に
原
因

は
考
え
ら
れ
な
い
と

い
い
ま
す
。
長
女
の

里
江
さ
ん
（

48歳
）

も
幼
少
期
か
ら
同
じ
病
に
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
里
江
さ
ん
は
、

制
度
の
対
象
だ
が
、
症
状
は

徐
々
に
悪
化
、
毎
日
の
発
作
で

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
が
手
放
せ

な
い
。

進
藤
さ
ん
一
家
の
医
療
費

は
、
二
人
で
毎
月
２
万
円
弱
に

上
り
、
家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。
救
済
制
度
が
縮
小
さ
れ
る

中
、
身
体
障
害
が
あ
る
娘
さ
ん

の
将
来
を
案
じ
「
安
心
し
て
医

療
を
受
け
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
、
進
藤
さ
ん
は
訴
え
て
い
ま

す
。都
内
の
大
気
汚
染
を
巡
っ
て

は
、
か
つ
て
ぜ
ん
息
患
者
の

人
々
が
車
の
排
ガ
ス
で
健
康
被

害
を
受
け
た
と
し
て
、
国
や

都
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

損
害
賠
償
を
求
め
る
裁
判
（
東

京
大
気
汚
染
訴
訟
）
を
起
こ
し

ま
し
た
。
２
０
０
７
年
に
和
解

勝
利
し
、
都
は
２
０
０
８
年
、

患
者
の
医
療
費
自
己
負
担
分
を

全
額
助
成
す
る
制
度
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
都
や
メ
ー
カ
ー

が
拠
出
し
た
約
２
０
０
億
円
の

財
源
が
底
を
つ
い
た
と
し
て
、

２
０
１
４
年
度
末
で

68歳
以
上

の
新
規
認
定
を
打
ち
切
り
、
認

定
患
者
の
医
療
費
も
２
０
１
８

年
度
か
ら
、
月
６
０
０
０
円
ま

で
自
己
負
担
と
さ
れ
ま
し
た
。

国
は

因
果

関
係

を
認

め
ず

１
都
３
県
で
汚
染
地
域
に
住

ん
で
い
る
公
害
患
者
と
家
族
の

会
な
ど
東
京
大
気
汚
染
裁
判
を

た
た
か
っ
た
患
者
約
１
０
０
人

は
、
２
０
１
９
年
２
月
に
排
ガ

ス
の
大
気
汚
染
で
発
症
し
、
被

害
を
受
け
て
い
る
と
し
て
、
国

と
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
全
国
一

律
の
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設

を
求
め
て
公
害
等
調
査
委
員
会

に
「
公
害
調
停
」
を
申
し
立
て

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
７
回
の
公
害
調
停

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
は

「
因
果
関
係
が
明
ら
か
で
な

い
」
と
し
て
、
制
度
の
創
設
に

背
を
向
け
て
い
ま
す
。
自
動
車

メ
ー
カ
ー
７
社
も
、
初
回
の
調

停
に
は
１
回
参
加
し
た
あ
と
、

そ
ろ
っ
て
欠
席
を
続
け
て
い
ま

す
。

自
動

車
メ

ー
カ

ー
は

、
調

停
の

場
に
出

席
を

患
者
と
家
族
の
会
で
は
、
環

境
省
の
調
査
で
も
排
ガ
ス
と
ぜ

ん
息
発
症
・
憎
悪
の
因
果
関
係

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
し

て
、
メ
ー
カ
ー
各
社
は
社
会
的

責
任
に
お
い
て
も
、
医
療
費
救

済
制
度
の
創
設
を
一
日
も
早
く

決
断
し
て
ほ
し
い
、
と
訴
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ト
ヨ
タ
・
日
産
の
社

長
宛
に
医
療
費
救
済
制
度
の
創

設
に
向
け
て
誠
意
を
も
っ
て
話

し
合
い
に
応
え
て
ほ
し
い
旨
の

要
請
ハ
ガ
キ
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

66月

69日
に
は
、

62時
か
ら
ト
ヨ
タ
本
社
前
で
要

請
行
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

66月

25日
は
、
環
境
省
玄

関
前
で
、

62時
か
ら
調
停
成
立

に
向
け
た
集
会
と
要
請
行
動
も

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

（
黒
木
）

大
気

汚
染

で
の

健
康

被
害

が
今

も

公
害

調
停

で
医

療
費

助
成

制
度

の
創

設
を

名古屋トヨラ本社への要請行動

訂
正
の
お
知
ら
せ

本
紙

60月

60日
付
（
１
０
２
号
）
３
ペ
ー
ジ
記
載
の
「
牛
乳
パ
ッ
ク
で
応
援
し

よ
う
」
の
問
合
せ
先
電
話
番
号
を
次
の
よ
う
に
訂
正
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
永
井
菊

子
宅

０
３

‐
３

６
５

８
‐
０

８
０
７
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私
は
昭
和
十
七
年
三
月
、
群
馬
県

前
橋
市
に
母
親
が
里
帰
り
出
産
を
し

て
、
生
ま
れ
た
。

母
親
の
実
家
の
そ
ば
に
は
刑
務
所

が
あ
り
、
そ
の
先
に
は
利
根
川
の
大

き
な
流
れ
が
あ
っ
た
。
生
糸
の
撚
糸

と
木
工
を
生
業
と
し
て
お
り
、
年
の

離
れ
た
い
と
こ
の
お
姉
さ
ん
が
い
て
、

小
学
生
の
こ
ろ
泊
ま
り
が
け
で
遊
び

に
行
く
の
が
楽
し
み
だ
っ
た
。
心
の

ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

私
が
結
婚
す
る
ま
で
暮
ら
し
た
の

は
、
杉
並
区
高
円
寺
で
あ
る
。
私
の

家
は
借
家
で
あ
っ
た
が
、「
高
円
寺
」

と
い
う
お
寺
の
前
の
方
の
商
店
が
並

ぶ
通
り
に
面
し
て
い
て
、
近
く
に
消

防
署
と
交
番
が
あ
っ
た
。
高
円
寺
は

現
在
は
立
派
な
本
堂
が
建
っ
て
い
る

が
、
戦
後
ま
も
な
い
子
ど
も
の
頃
は

建
物
が
無
く
境
内
に
本
堂
の
礎
石
だ

け
が
残
り
、
大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木

が
あ
っ
た
。
礎
石
の
周
り
は
ち
ょ
っ

と
し
た
小
山
の
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、

礎
石
の
上
を
駆
け
回
っ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
の
格
好
の
遊
び
場
で
あ
っ
た
。

小
山
の
一
ヶ
所
に
穴
が
開
い
て
い
る

所
が
あ
り
、
ヘ
ビ
の
冬
眠
場
所
と
聞

か
さ
れ
、
何
と
な
く
怖
か
っ
た
思
い

出
が
あ
る
。

そ
の
高
円
寺
か
ら
中
央
線
の
高
円

寺
の
駅
に
行
く
途
中
に
「
氷
川
神
社
」

が
あ
る
。
私
は
、
高
校
卒
業
後
、
昭

和
三
十
五
年
に
芝
信
用
金
庫
に
入
職

し
た
が
、
当
時
、
町
お
こ
し
と
い
う

こ
と
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
八
月

末
の
夏
祭
り
の
時
に
「
高
円
寺
馬
鹿

踊
り
」
と
い
う
の
が
始
ま
っ
た
。
駅

近
く
の
大
通
り
を
阿
波
踊
り
の
連
を

組
ん
で
練
り
歩
く
の
で
あ
る
。
お
祭

り
の
時
に
は
、
仕
事
の
帰
り
に
神
社

の
前
を
通
る
と
お
は
や
し
の
音
が
聞

こ
え
、
何
か
心
浮
き
立
つ
気
持
ち
に

な
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
現
在
は

東
京
の
大
き
な
お
祭
り
の
イ
ベ
ン
ト

に
も
数
え
ら
れ
、
各
地
か
ら
も
連
を

組
ん
で
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た

｢
高
円
寺
阿
波
踊
り
｣
で
あ
る
が
、

地
元
の
神
社
の
お
祭
り
の
ひ
と
つ
が

始
ま
り
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
思
い
出
は
、
「
映

画
館
」
で
あ
る
。
高
円
寺
駅
近
く
の

商
店
街
に
東
映
と
大
映
の
封
切
館
、

そ
し
て
洋
画
を
上
映
す
る
映
画
館
が

あ
っ
た
。
中
学
か
高
校
位
だ
っ
た
ろ

う
か
、
封
切
り
に
な
っ
た
｢
笛
吹
童

子
｣
等
の
映
画
を
観
る
こ
と
も
楽
し

み
で
あ
っ
た
。

緑
が
多
い
、
自
然
い
っ
ぱ
い
と
い

う
所
で
は
な
い
が
、
今
で
も
中
央
線

で
高
円
寺
を
通
過
す
る
時
、
電
車
の

窓
の
左
右
を
目
を
凝
ら
し
て
見
て
し

ま
う
自
分
が
い
る
。
高
円
寺
は
、
紛

れ
も
な
い
私
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
。

氷
川
神
社
の
「高

円
寺
馬
鹿
踊
り
」が

「高
円
寺
阿
波
踊
り
」に

杉並区

北葛西 笹本 美園

着なくなった着物で

洋服や小物づくり

●毎週(金）

10 時～ 13 時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●飲み物は各自持参

●10 人程度（予約制）

手芸・小物づくり他

●毎週火・水・木

10時～ 15時

※参加希望者は、

予約して下さい。

担当・桜井まで。

＜ 090-4429-3441 ＞

●毎週水曜日

13時～ 16時

●葛西みなみ診療所

５階ホール

●参加費 1回につき

200 円。他作品の実

費が必要です。

○さわやか喫茶（食事会）

○囲碁・将棋クラブ

○カラオケお楽しみ会

○ほっとカフェ

○コカリナサークル

○健康体操

○うたごえ喫茶

○カラオケサークル

休
止

中
の

サ
ー

ク
ル

着物リメイクの会 一之江センター

いつ来てもいい、いつ帰ってもいい、自由に参加できる地

域の居場所・友の会一之江センターでは、思い思いの手芸作

品にとりくんでいます。作品の一部をご紹介します。

手芸サークル

コロナに負けず作品づくりに励む
一之江センター

リンドウの花

臼井祐希子さん

ビーズとサル

志村キヨ子さん

月夜の押絵

富塚治江さん

晴天に恵まれたウォーキング
健
康
づ
く
り
は
何
と
い
っ
て
も

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
歩
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

10月

11日
、
友
の
会
で
は

〝
運

動
不
足
解
消
と
気
分
転
換
を
か
ね
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
行
こ
う

〟
と
の
呼

び
か
け
に

15人
の
会
員
が
参
加
し
ま

し
た
。
当
日
は
前
日
の
雨
天
か
ら
雲

ひ
と
つ
な
い
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
西

葛
西
駅
前
か
ら
清
新
町
の
「
新
長
島

親
水
公
園
」
経
由
で
臨
海
公
園
ま

で
、
ゆ
っ
く
り
と
散
策
を
か
ね
た

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
し
た
。

親
水
公
園
は
近
場
で
水
辺
を
楽
し

む
の
に
良
い
場
所
で
す
が
、
前
日
の

雨
の
影
響
で
流
れ
が
濁
り
小
魚
の
群

れ
を
は
っ
き
り
見
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
水
が
澄
ん
で
い
る
と

き
は
何
匹
も
群
れ
で
泳
い
で
い
る
様

子
が
わ
か
り
ま
す
。

区
の
公
園
課
に
よ
る
と
今
年
４
月

に
整
備
工
事
が
終
わ
り
、
流
れ
の
両

側
に
約
２
千
本
の
水
仙
を
植
え
て
あ

る
と
の
こ
と
。
来
年
２
月
頃
に
は
咲

き
乱
れ
る
水
仙
が
見
ら
れ
る
の
で
は

と
言
っ
て
い
ま
す
。

紅
葉
シ
ー
ズ
ン
に
は
周
り
の
木
々

が
紅
や
黄
色
に
色
づ
き
、
そ
れ
が
川

面
に
映
り
と
て
も
奇
麗
で
す
。
皆
さ

ん
も
身
近
な
散
策
場
所
を
探
し
て
歩

き
ま
し
ょ
う
。

（
黒
木
）

再会を喜び合った手芸サークルのみなさん

新
型
コ
ロ
ナ
の
流
行
で
４
月

か
ら
作
品
づ
く
り
を
休
ん
で
い

た
友
の
会
手
芸
サ
ー
ク
ル
の
活

動
が
半
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ
ま

し
た
。

家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
ば
か
り

い
て
足
腰
が
弱
く
な
り
、
体
力

が
落
ち
た
。
ビ
ー
ズ
づ
く
り
に

励
ん
だ
ら
、
け
ん
し
ょ
う
炎
に

な
っ
た
…
な
ど
と
言
葉
を
交
わ

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
久
し
ぶ

り
の
再
会
に
み
ん
な
の
笑
顔
が

あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

手
芸
サ
ー
ク
ル
で
は
今
年
も

〝
友
の
会
だ
よ
り

〟
新
年
号
の

表
紙
を
飾
り
た
い
と
、
干
支
の

丑
（
う
し
）
の
作
品
作
り
に
と

り
か
か
っ
て
い
ま
す
。

新
年
号
に
掲
載
さ
れ
る
の
を

励
み
に
感
染
予
防
対
策
を
し
、

集
ま
れ
ば
元
気
に
な
る
し
、
や

る
気
が
出
る
と
毎
週
水
曜
日
に

開
い
て
い
ま
す
。

葛
西

支
部

の
手

芸
サ

ー
ク

ル
再

開

干
支

の
丑

づ
く
り
に
挑
戦

←
親
水
公

園
の
人

口
の
川

こ
の

周
り

は
春

は
水

仙
が

咲
き

ほ
こ
り
ま

す
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▼
俳

句
江
戸
川

長
沢
常
良

上
棟
の
槌
音
高
し
花
茗
荷

枝
折
り
戸
の
ぱ
た
り
ぱ
た
り
や
稲
光

祭
人
踏
む
や
濁
れ
る
水
た
ま
り

日
向
水
よ
り
引
上
げ
ら
れ
し
り
石
か
な

三
郷
市

石
塚
ふ
さ
子

鰻
よ
り
秋
刀
魚
高
値
な
秋
に
な
り

秋
雨
に
泣
い
て
い
る
よ
な
彼
岸
花

固
い
わ
よ
嫁
の
一
言
心
ほ
っ
こ
り

▼
川

柳
江
戸
川

小
林

功

核
禁
止
に
な
ぜ
喜
べ
ぬ
被
爆
国

検
温
は
お
で
こ
に
ピ
ス
ト
ル
腰
が
引
け

り
ん
ご
狩
り
旅
行
の
前
に
歯
の
治
療

３ ６

友
の
会
広
場

俳
句
・
川
柳
な
ど
作
品

の
寄
稿
は
毎
月

20日
ま
で

に
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
で
お
届
け

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

友
の
会
だ
よ
り
編
集
部

８
０
２
０
運

動
の
表

彰
制

度

南
葛
西

黒
木
武
義

私
は
も
う
す
ぐ

80歳
に
な
り
ま

す
。
近
ご
ろ
冷
た
い
も
の
を
食
べ
た

り
飲
ん
だ
り
す
る
と
、
歯
が
沁
み
る

よ
う
に
な
っ
た
た
め
、
久
し
ぶ
り
に

か
か
り
つ
け
の
歯
医
者
に
行
き
ま
し

た
。翌
週
も
く
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
行

く
と
｢
今
日
は
無
料
の
江
戸
川
歯
つ
ら

つ
チ
ェ
ッ
ク
で
す
｣
と
の
こ
と
。
担
当

の
衛
生
士
さ
ん
、
「
何
本
あ
る
か
な

あ
、
数
え
て
み
ま
し
ょ
う
」
と
言
い

「

23本
も
あ
る
ね
。

〝
８
０
２
０

〟
に

推
薦
し
て
あ
げ
よ
う
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

詳
し
く
聞
く
と
、
江
戸
川
区
歯
科

医
師
会
が
毎
年
４
月
～

10月
の
間
、

地
域
の
歯
医
者
か
ら
の
推
薦
を
受
け

て
、

80歳
以
上
で

20本
以
上
の
方
を

集
め
て
、
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
船
堀
で
表

彰
す
る
制
度
と
の
こ
と
。
今
年
は
、

コ
ロ
ナ
感
染
の
影
響
で
中
止
さ
れ
る

そ
う
で
す
。

〝
８
０
２
０
運
動

〟
に
つ
い
て

は
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
と
思
い
ま
す

が
、
１
９
８
９
年
か
ら
厚
生
省
（
当

時
）
と
日
本
歯
科
医
師
会
が
推
進
し

て
い
る
も
の
で
、

20本
以
上
の
歯
が

あ
れ
ば
、
食
生
活
に
ほ
ぼ
満
足
す
る

こ
と
が
で
き
る
、
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
に
「
生
涯
、
自
分
の

歯
で
食
べ
る
楽
し
み
を
味
わ
え
る
よ

う
に
」
と
の
願
い
を
込
め
て
、
こ
の

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

２
０
１
６
年
に
歯
科
疾
患
実
態
調

査
が
実
施
さ
れ
、
翌
年
の
発
表
で
、

〝
８
０
２
０
達
成
者
率

〟
（
自
分
の

歯
を
保
有
す
る
者
の
割
合
）
が
、
前

回
の

40・
２
％
か
ら

51・
２
％
に
増

加
。
｢
健
康
日
本

21｣
で
は
、
２
０
２

４
年
ま
で
に

50％
に
す
る
と
い
う
目

標
が
達
成
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。８
０
２
０
が
達
成
で
き
て
い
な
い

方
で
も
、
き
ち
ん
と
噛
む
こ
と
が
で

き
る
入
れ
歯
な
ど
で
口
の
中
を
良
好

に
保
つ
こ
と
で
、

20本
あ
る
の
と
同

程
度
の
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
よ
く
噛
む
こ
と
で
脳
が
活
性

化
さ
れ
、
認
知
症
が
軽
減
さ
れ
る
と

い
う
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。
い

つ
ま
で
も
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
続

け
る
た
め
の
元
気
な
歯
は
、
日
々
の

手
入
れ
か
ら
で
す
ね
。

▼
短

歌
西
瑞
江

豊
田

育
子

コ
ロ
ナ
禍
に
運
動
不
足
と
呼
ぶ
声
五
体
投
地
す
畳
の
う
へ
に

書
道
全
集
四
冊
づ
つ
を
束
ね
ゆ
く
ペ
ー
パ
ー
回
収
資
源
の
朝
に

耳
鳴
り
を
大
地
の
音
と
聞
く
と
き
に
老
い
し
耳
こ
そ
た
だ
い
と
し
け
れ

父
母
の
知
ら
ぬ
わ
が
代
を
過
ご
し
ゐ
る
曾
孫
を
抱
く
わ
れ
の
こ
の
ご
ろ

ち
ち

は
は

エッセイ

自
動
車
の
排
ガ
ス
に
よ
る
大

気
汚
染
が
原
因
で
ぜ
ん
息
を
発

症
し
た
と
し
て
、
患
者
が
国
や

自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
全
国
一
律

の
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設
を

求
め
て
い
ま
す
。

高
度
経
済
成
長
期
に
日
本
各

地
で
頻
出
し
た
大
気
汚
染
は
、

対
策
強
化
に
よ
り
、
一
定
の
改

善
は
す
す
ん
で
い
ま
す
が
、
今

な
お
汚
染
に
よ
る
健
康
被
害
に

苦
し
ん
で
い
る
患
者
が
多
く
い

ま
す
。

医
療

費
が

家
計

を
圧
迫

練
馬
区
に
住
む
進
藤
光
子
さ

ん
（

76歳
）
は
、
３

年
前
か
ら
気
管
支
ぜ

ん
息
を
患
い
、
駅
の

階
段
を
上
り
き
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
約

30年

前
か
ら
暮
ら
す
自
宅

は
、
車
の
交
通
量
が

多
い
二
つ
の
都
道
に

囲
ま
れ
て
お
り
、
大

気
汚
染
以
外
に
原
因

は
考
え
ら
れ
な
い
と

い
い
ま
す
。
長
女
の

里
江
さ
ん
（

48歳
）

も
幼
少
期
か
ら
同
じ
病
に
苦
し

ん
で
い
ま
す
。
里
江
さ
ん
は
、

制
度
の
対
象
だ
が
、
症
状
は

徐
々
に
悪
化
、
毎
日
の
発
作
で

吸
入
ス
テ
ロ
イ
ド
薬
が
手
放
せ

な
い
。

進
藤
さ
ん
一
家
の
医
療
費

は
、
二
人
で
毎
月
２
万
円
弱
に

上
り
、
家
計
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。
救
済
制
度
が
縮
小
さ
れ
る

中
、
身
体
障
害
が
あ
る
娘
さ
ん

の
将
来
を
案
じ
「
安
心
し
て
医

療
を
受
け
さ
せ
て
ほ
し
い
」

と
、
進
藤
さ
ん
は
訴
え
て
い
ま

す
。都
内
の
大
気
汚
染
を
巡
っ
て

は
、
か
つ
て
ぜ
ん
息
患
者
の

人
々
が
車
の
排
ガ
ス
で
健
康
被

害
を
受
け
た
と
し
て
、
国
や

都
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
に

損
害
賠
償
を
求
め
る
裁
判
（
東

京
大
気
汚
染
訴
訟
）
を
起
こ
し

ま
し
た
。
２
０
０
７
年
に
和
解

勝
利
し
、
都
は
２
０
０
８
年
、

患
者
の
医
療
費
自
己
負
担
分
を

全
額
助
成
す
る
制
度
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
都
や
メ
ー
カ
ー

が
拠
出
し
た
約
２
０
０
億
円
の

財
源
が
底
を
つ
い
た
と
し
て
、

２
０
１
４
年
度
末
で

68歳
以
上

の
新
規
認
定
を
打
ち
切
り
、
認

定
患
者
の
医
療
費
も
２
０
１
８

年
度
か
ら
、
月
６
０
０
０
円
ま

で
自
己
負
担
と
さ
れ
ま
し
た
。

国
は

因
果

関
係

を
認

め
ず

１
都
３
県
で
汚
染
地
域
に
住

ん
で
い
る
公
害
患
者
と
家
族
の

会
な
ど
東
京
大
気
汚
染
裁
判
を

た
た
か
っ
た
患
者
約
１
０
０
人

は
、
２
０
１
９
年
２
月
に
排
ガ

ス
の
大
気
汚
染
で
発
症
し
、
被

害
を
受
け
て
い
る
と
し
て
、
国

と
自
動
車
メ
ー
カ
ー
に
全
国
一

律
の
医
療
費
助
成
制
度
の
創
設

を
求
め
て
公
害
等
調
査
委
員
会

に
「
公
害
調
停
」
を
申
し
立
て

て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
７
回
の
公
害
調
停

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
が
、
国
は

「
因
果
関
係
が
明
ら
か
で
な

い
」
と
し
て
、
制
度
の
創
設
に

背
を
向
け
て
い
ま
す
。
自
動
車

メ
ー
カ
ー
７
社
も
、
初
回
の
調

停
に
は
１
回
参
加
し
た
あ
と
、

そ
ろ
っ
て
欠
席
を
続
け
て
い
ま

す
。

自
動

車
メ

ー
カ

ー
は

、
調

停
の

場
に
出

席
を

患
者
と
家
族
の
会
で
は
、
環

境
省
の
調
査
で
も
排
ガ
ス
と
ぜ

ん
息
発
症
・
憎
悪
の
因
果
関
係

は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
し

て
、
メ
ー
カ
ー
各
社
は
社
会
的

責
任
に
お
い
て
も
、
医
療
費
救

済
制
度
の
創
設
を
一
日
も
早
く

決
断
し
て
ほ
し
い
、
と
訴
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
ト
ヨ
タ
・
日
産
の
社

長
宛
に
医
療
費
救
済
制
度
の
創

設
に
向
け
て
誠
意
を
も
っ
て
話

し
合
い
に
応
え
て
ほ
し
い
旨
の

要
請
ハ
ガ
キ
運
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

66月

69日
に
は
、

62時
か
ら
ト
ヨ
タ
本
社
前
で
要

請
行
動
が
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

66月

25日
は
、
環
境
省
玄

関
前
で
、

62時
か
ら
調
停
成
立

に
向
け
た
集
会
と
要
請
行
動
も

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

（
黒
木
）

大
気

汚
染

で
の

健
康

被
害

が
今

も

公
害

調
停

で
医

療
費

助
成

制
度

の
創

設
を

名古屋トヨラ本社への要請行動

訂
正
の
お
知
ら
せ

本
紙

60月

60日
付
（
１
０
２
号
）
３
ペ
ー
ジ
記
載
の
「
牛
乳
パ
ッ
ク
で
応
援
し

よ
う
」
の
問
合
せ
先
電
話
番
号
を
次
の
よ
う
に
訂
正
し
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
永
井
菊

子
宅

０
３

‐
３

６
５

８
‐
０

８
０
７
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〝
医
療
・
介
護
・
福
祉
の
充
実

を
求
め
、
い
の
ち
ま
も
る
総
行

動
〟
が
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

開
か
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

も
と
今
年
は
Ｗ
Ｅ
Ｂ
集
会
参
加

と
な
り
、
江
戸
川
健
康
友
の
会

も
か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル

４
階
の
友
の
会
事
務
所
に
集
ま

り
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
動
画
配
信

の
視
聴
と
な
り
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
で
森
田
し

の
ぶ
実
行
委
員
長
は
菅
政
権
は

「
自
助
、
共
助
、
公
助
」
の
自
助

を
強
調
し
、
医
療
費
削
減
、
患

者
負
担
を
増
大
、
弱
者
に
負
担

を
強
い
る
安
倍
政
権
以
上
の
強

権
政
治
だ
と
指
摘
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
流
行
で
社
会

の
脆
弱
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
防
衛
費
の

予
算
は
５
・
５
兆
円
に
膨
ら
ん

だ
。
い
ま
こ
そ
い
の
ち
と
人
権

を
守
る
た
め
、
社
会
保
障
、
医

療
・
介
護
現
場
の
人
員
増
、
地

域
の
医
療
を
ま
も
れ
と
声
を
あ

げ
、
政
策
の
転
換
を
せ
ま
り
ま

し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

文
化
企
画
は
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス

ペ
ー
パ
ー
の
コ
ン
ト
。
菅
首
相

と
安
倍
元
首
相
に
扮
し
た
風
刺

の
効
い
た
コ
ン
ト
に
は
友
の
会

事
務
所
に
集
ま
っ
た
参
加
者
か

ら
も
マ
ス
ク
越
し
の
笑
い
が
止

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

立
憲
民
主
党
、
日
本
共
産
党

の
国
会
議
員
あ
い
さ
つ
の
後
、

リ
レ
ー
ト
ー
ク
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
各
団
体
が
ビ
デ

オ
録
画
で
参
加
。
自
治
体
病
院

や
東
京
医
労
連
の
ビ
デ
オ
で
は

コ
ロ
ナ
対
応
時
、
資
材
の
不
足

や
マ
ス
ク
は
週
１
枚
、
防
護
服

も
な
く
雨
合
羽
を
使
用
し
た
、

身
体
的
、
心
理
的
な
負
担
が
大

き
か
っ
た
な
ど
の
発
言
。
安
心

し
て
働
け
る
人
員
増
と
待
遇
改

善
を
求
め
る
切
実
な
訴
え
が
あ

り
ま
し
た
。

友
の
会
事
務
所
で
も
参
加
し

た
６
人
が
拍
手
を
し
な
が
ら
熱

心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
全
国

で
５
０
０
ヶ
所
以
上
で
視
聴
さ

れ
ま
し
た
。

（
森
岡
）

２７

どこの処方箋でもお受けいたします

なぎさ薬局では、おくすり手帳をお渡しして

おります。みなさんが飲んだり、使ったりしてい

るお薬の記録を残すためのものです。この手帳

があれば、

◆医師・薬剤師が、どのような薬をどのくらいの

期間使用しているかを知ることができます。

◆医師・薬剤師が、同じ薬が重なっていないか、

よくない飲み合わせではないかをチェックで

きます。おくすり手帳は、

お薬を有効に、安全に使

用していただく手助けに

なるのです。

なぎさ薬局

TEL03-5679-7137／ FAX03-5679-7138

賢い消費者に

「免疫力」という言葉は科学ではなく、マーケ

ティング用語です。病原体感染に対して体を守

る免疫は複雑なシステムで、一部の免疫細胞の

活性化や抗体量の増加を測ることで単純に防御

能力を評価することはできません。新型コロナ

で問題となっているサイトカインストーム（免

疫暴走）のように、免疫システムが暴走して自

分の身体を傷つけることもあります。「免疫力」

をうたう説明は販売目的で作られることが多

く、話半分に聞きましょう。

ヨーグルトなどの食品であれば腸内環境を整

えますし、積極的に食べても問題はないと思い

ます。しかし、特定食品を偏って食べることは

栄養バランスを壊し

ます。

さらに、余分に摂

取することで危険な

ものもあります。ビ

タミン Dは体内に蓄

積され、過剰にとり

続けると血管壁や腎臓、心

筋などの筋肉組織にカルシ

ウムが沈着し、動脈硬化・

腎障害など重大な疾病を招

く恐れがあります。

販売会社がお金を出して調べた研究があふ

れ、メディアは３大スポンサー（食品、情報・

通信、化粧品・トイレタリー）の雄である食品

業界に遠慮した報道が続く中、国立健康・栄養

研究所などからの中立情報を活用し、賢い消費

者になりたいものです。

「いつでも元気」誌より転載

編
集

後
記

朝
の
連
続
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
「
エ
ー
ル
」

も
大
詰
め
。
戦
時
中
戦
争
鼓
舞
の
絵
画

や
音
楽
に
従
事
し
、
戦
後
そ
の
こ
と
に

苦
悩
す
る
主
人
公
な
ど
が
描
か
れ
て
い

る
。
改
め
て
、
長
崎
で
被
爆
し
た
長
崎

大
学
医
療
隊
長
の
永
井
隆
の
「
長
崎
の

鐘
」
を
読
み
返
し
て
み
る
▼
そ
ん
な
お

り
、

〝
核
兵
器
禁
止
条
約
１
月
発
効

〟

の
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。
第

一
条
で
、
核
兵
器
の
開
発
・
実
験
・
生

産
・
・
な
ど
の
禁
止
。
長
年
に
わ
た
っ

て
被
爆
者
団
体
な
ど
が
取
り
組
ん
で
来

た
運
動
が
、
世
界
の
世
論
を
動
か
し
た

と
言
え
る
で
し
ょ
う
▼
『
唯
一
の
被
爆

国
』
と
言
い
な
が
ら
、
核
の
傘
に
し
が

み
つ
く
日
本
政
府
が
世
界
中
か
ら
笑
い

も
の
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
批
准
を
求

め
る
署
名
も
開
始
さ
れ
る
▼
コ
ロ
ナ

禍
。
久
し
ぶ
り
に
大
き
な
花
屋
さ
ん

へ
。
冬
の
定
番
の
ビ
オ
ラ
、
ポ
イ
ン
セ

チ
ア
、
シ
ク
ラ
メ
ン
な
ど
色
と
り
ど
り

の
花
。
色
合
い
も
形
も
び
っ
く
り
す
る

よ
う
な
新
種
が
あ
り
癒
さ
れ
る
。
そ
し

て
、
球
根
を
植
え
、
来
年
春
の
開
花
も

待
つ
。

（
伊
藤
）

役立つ健康メモ 81 薬の話№50

感染予防をうたう健康食品

(前号の続き）

医
療

社
会

保
障

を
立

て
直

し

い
の

ち
を

ま
も

ろ
う

10・

11総
行
動

オ
ン
ラ
イ
ン

参
加

10月 24日、江戸川社会保障推進協議会主催のくら

しなんでも無料相談会がタワーホール船堀会議室で

行なわれました。入口での検温とアルコール消毒を

準備し感染症対策をして開催されました。

新型コロナウィルスの感染者がいまだ多く、外出

を控えている中でしたが、当日は晴れて暖かい陽気

に恵まれ、新聞折込みや駅前で配ったチラシを見て 2

2人のかたが相談に来ました。相談内容は法律相談が

5件、労働相談が４件、区議会議員への相談が３件で

した。今回は 60代後半から 70代、80代の方の相談

が多かったです。遺言や相続、法定後見人制度につ

いて、また在職老齢年金や未支給年金の相談、高齢

のため融資が受けられない、住宅のリフォームなど

様々な相談がありました。想定していたコロナ禍よ

る直接的な影響などの相談は少なかったようです。

江戸川健康友の会は例年通り船堀駅でハンドマイ

ク宣伝と「何でも相談会」の案内ビラを配りました。

ビラを見てすぐ会場に行った方から「相談できてよ

かった、ありがとう」と挨拶があり、長時間の宣伝

の疲れも癒され相談会の大切さを感じました。（猪瀬）

友の会事務所前で要求のプラカードを掲げて

年
金
者
組
合
の
方
と
い
っ
し
ょ

に
、

船
堀

駅
頭

で
宣

伝
す

る

友
の
会
々
員

なんでも相談会
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※休診日は日曜・祭日・年末年始

新小岩診療所・診療案内

江戸川区松島4-27-2 電話０３－３６５１－２９４４

葛西みなみ診療所・診療案内

江戸川区南葛西2-12-1 かさい保健医療福祉ビル２Ｆ 電話０３－５６７９－７１４４

一之江内科クリニック・診療案内

江戸川区一之江3-2-35 一之江ＴＩＡビル２Ｆ 電話０３－３６５６－６６８８

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時30分

松村所長 財津祐典 松村所長

新田英昭注②
診療受付

10:00～
12:30

（訪問診察）

関口康宣

第1.3.5
森田
第2.4

工藤恵子

午後
14時～16時30分

注①
予約外来

松村所長

注①
予約外来

松村所長

休診
（訪問診察）

注①
予約外来

松村所長

関口康宣 休診

夜間
18時～19時30分

休診 松村所長 休診 松村所長 休診 休診

受付時間 月 火 水 木 金 土

午前

9時～
12時30分

田村所長
(内科)

田村所長
(内科)

佐藤武文
(内科・神経内科)

青山麻織
（糖尿病・
予約制）

田村所長
(健康診断)

田村所長

(内科)

恩田圭司
(整形外科)

吉川俊治
第1.3(内科)

江花有亮
第2.4.5(内科)

午後
14時～16時

田村所長

(内科)

外来休診

田村所長

(訪問診療)

外来休診

佐野裕之

(訪問診療)

田村所長
(内科)

訪問診療

鎌田

外来休診

休診田村所長

(訪問診療)

夜間

18時～20時
休診

田村所長

(内科)

大倉哲朗

(内科外科)
休診

田村所長

(内科)
休診

安心して住みつづけられるまちづくりをめざして

診療時間 月 火 水 木 金 土

午前
9時～12時

高野所長 高野所長 高野所長 高野所長 松村 瀬底

午後

14時～17時
高野所長 高野所長

外来休診
高野所長

外来休診
休診

訪問診療 訪問診療

夜間
17時～18時30分

休診 高野所長 休診 高野所長 休診 休診

セブンイレブン

マ
イ

バ
ス

ケ
ッ

ト

葛
西

み
な

み
高

校
入

口

環
七

通
り

↑

バスターミナル

浦安方面→

注① 月・火・木の午後は予約外来となっていますが、ご予約のない方も受診
いただけます。（予約優先）

注② 木曜日9:00～10:00は健康診断専用時間です。
内科受診の希望者は10:00～12:30の間にお越しください。

葛西駅

か
さ
い
保
健
医
療
福
祉
ビ
ル
２
Ｆ

葛
西
み
な
み
診
療
所
→

環
七
通

り

一之江ＴＩＡビル２Ｆ

一之江内科クリニック
↓

今
井
街
道

本八幡方面→

ローソン↓

一之江駅

新
小
岩

駅

平
和
橋
通
り

松
島

四
丁

目
公

園

市
川
方
面
→

松
島
通
り

新
小

岩
診
療

所
↓

気
温
や
湿
度
が
低
く
な
る
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
同
様
の
気
象
条
件

で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
活
動

が
活
発
化
し
や
す
く
な
る
た
め
、

今
年
の
冬
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
と
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
同
時
流
行
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
リ
ス
ク
や
重
症
化
リ
ス
ク
も
高

ま
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

ら
の
感
染
症
が
重
症
化
し
や
す
い

65歳
以
上
の
高
齢
の
方
は
早
め
の

対
策
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
今
年
に
限
り

65歳

以
上
の
方
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
費
用
が
無
料
と
な
っ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

同
時
流
行
に
備
え
る
に
は
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
だ
け
で
は

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
感
染
防

止
の
３
つ
の
基
本
で
あ
る
「
身
体

的
距
離
の
確
保
」
「
マ
ス
ク
着

用
」
「
手
洗
い
」
を
欠
か
さ
ず
、

両
方
の
感
染
症
の
予
防
に
つ
な
が

る
新
し
い
生
活
様
式
の
徹
底
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
予

防
接

種
に

つ
い
て

◎
葛

西
み

な
み

診
療

所
で
は
、

66月
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。

（
定
期
的
に
受
診
さ
れ
て
い
る
方

に
つ
い
て
は
予
約
不
要
で
す
）

年
末
年
始
の
外
出
機
会
が
増
え

る
こ
ろ
に
備
え
て
、

66月
中
に
予

防
接
種
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

◎
一

之
江

内
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
で

は
、

66月
初
旬
時
点
で
は
、
予
約

な
し
で
接
種
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
そ
れ
以
降
は
、
ワ
ク
チ
ン

の
供
給
次
第
で
す
。
か
か
り
つ
け

患
者
さ
ん
に
つ
い
て
は
、
主
治
医

に
ご
相
談
下
さ
い
。

◎
新

小
岩

診
療

所
で
は
、

60月

末
現
在
、
発
注
し
た
分
の
ワ
ク
チ

ン
が
終
了
し
ま
し
た
。
追
加
ワ
ク

チ
ン
の
供
給
に
つ
い
て
は
、
直
接

診
療
所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
在
庫
が
あ
れ
ば
日
中
の
診

療
時
間
内
で
し
た
ら
予
約
な
し
で

接
種
で
き
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か

け
し
て
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

コ
ロ

ナ
疑

い
の

発
熱

患
者

受
け

入
れ
に

つ
い

て

コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

症
状
で
の
見
分
け
は
難
し
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
三
か
所
の
診
療
所

と
も
次
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
お

り
ま
す
。

①
受
診
前
に
必
ず
電
話
を
し
て
く

だ
さ
い
。

②
受
診
時
間
を
指
定
し
ま
す
。

③
診
察
の
上
、
必
要
と
判
断
さ
れ

た
場
合
は
、
連
携
医
療
機
関
か
医

師
会
の
検
査
セ
ン
タ
ー
へ
の
紹
介

と
な
り
ま
す
。

ま
ず

、
か

か
り

つ
け

医
に

電
話

を

コ
ロ

ナ
と

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ

同
時

流
行

に
備

え
て新長島川親水公園（清新町）(江戸川区のHPより）

葛西沖長島川を整備したもので、今年４月に完成しまし

た。「親水四季の道」から、水の流れを引き込んでおり、

自然の川の流れを楽しめます


